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新任保育者の抱える困難に関する研究の動向と展望
加藤　由美＊ ・安藤美華代＊＊
　新任保育者を含む保育者の困難の内容とその関連要因，困難への対処法，メンタルヘルス
を維持するための支援の方法を探ることを目的として , 保育者の困難やメンタルヘルスに関
する先行研究を概観した。保育者の抱える困難に関連する要因は，主として，勤務環境，保
育技能，職場の人間関係の３つであった。そして，このような困難への対処法として，勤務
環境の整備，職員同士の保育観の共有，保育者効力感の向上，対人関係能力の向上，問題・
ストレス対処法を身に付ける，といった点が指摘されていた。今後は，新任保育者の困難や
心理的負担感を軽減するような具体的な支援を行っていく必要がある。
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１．はじめに
　子どもの健やかな成長，発達のために，乳幼児期
の保育，教育はとりわけ重要である。そして，家庭
以外でその大切な役割を担っているのが，幼稚園教
諭や保育士（以下，保育者と略記）である。
　しかし，保育者の勤務環境は年々厳しくなってい
る。保育は，常に多様な姿勢と動作を繰り返す肉体
労働であると同時に，常に注意を巡らし続ける精神
労働でもあり，保育者の心身の負担は増大し，過重
になっている（安達，2001）。保育者の４人に１人
が不健康な状態にあること，職業病ともいわれる腰
痛の他，「神経症」，「うつ症状」，「不眠症」等，神
経症的症状を示す保育者も存在することが指摘され
ている（垣内・東社協福祉士会，2007）。
　経験年数の少ない保育者ほど，保育の内容や指導
等に関する悩みを抱えやすい。キャリアの土台づく
りの時期である若年保育者は，他の年代よりもスト
レスが高く（高橋・首藤，2007；上村・七木田，
2006），新人保育者ほどストレス耐性力が低い（上村，
2011）。また，若い保育者ほどバーンアウトに陥る
危険性が高いことが指摘されている（齋藤・田中・
村松・橘・宮岡，2009）。様々な困難を抱えやすい
新任保育者は，就職後数年で退職する場合も少なく
ない。
　海外においても，保育者のストレスやバーンア
ウト等について以下のような報告がある。まず，
Kelly & Berthelsen（1995）は，保育者のストレス
源となっているのは，保育や勤務，対人関係等であ
り，幼児教育や保育といった特別な教育事情の中で，
また組織的，社会的システムという幅広い状況の中
で保育者のストレス経験を捉える必要があると報告
した。
　Townly, Thornburg, & Crompton（1991）は，保
育者のバーンアウトに関する要因として，労働時間，
給料，組織，スタッフとの人間関係等を挙げた。ま
た，Manlove（1993）は，保育者のバーンアウトには，
神経症的性格，業務役割の葛藤，業務役割のあいま
いさが関係していること，業務においては自主性を
発揮することと，よりよい組織的関係をもつことが
大切であるとしていた。
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　Guo, Justice, Sawyer, & Tompkins（2011）は，
保育者同士の協同が保育者の自己効力感に関係する
と報告した。Stremmel & Benson（1993）は，労
働条件や仕事自体の満足が感情の枯渇を下げること
に関連し，スタッフミーティングが仕事の満足度に
関係していると報告した。
　保育者は厳しい状況に置かれており，特に新任保
育者は様々な困難を抱えやすい立場にある。そこ
で，新任保育者の抱く困難の特徴を具体的に明らか
にし，新任保育者への支援の方法を探ることを目的
として，新任保育者を含む保育者の困難やメンタル
ヘルスに関する国内の過去22年間における先行研究
の概観を行った。
２ ．新任保育者の困難やメンタルヘルスに関する先
行研究の概観
　新任保育者を含む保育者の困難の内容とその関連
要因，困難への対処法，メンタルヘルスを維持する
ための支援の方法を探ることを目的とした。
文献選択の基準と検索方法
　概観するために選択された文献の基準は，（1）保
育者のメンタルヘルスに関するもの，（2）保育者の
困難やストレスの要因に関するもの，（3）（2）を軽減
させるための方法に関するものとした。本研究の目
的に合った文献を選択するために，電子ジャーナル
データベースを使用した。キーワードとして，「保
育者」，「保育士」，「幼稚園教諭」，「困難」，「ストレ
ス」，「効力感」，「mental health」，「preschool」，
「nursery」，「teacher」，「stress」，を用いた。デー
タベースは，CiNii，Science Direct，医中誌，
J-STAGE を使用した。年代は1990年～2012年（過
去22年間）に限定し，特に，国内の保育者の事情に
焦点を当てて文献検索を行った。なお，選択にあたっ
ては，検索によって得られた題名，アブストラクト，
キーワードにより，本研究の目的に合わないものは
除外した。
結果
　新任保育者を含む保育者に対する質問紙・面接調
査を実施した40の研究について，質問紙の種類・質
問内容と項目数，対象となった保育者数について分
類し，表1⊖1，1⊖₂に示した。
　質問紙の種類・質問内容に関して，多く用いられ
ていた順に挙げると，「ストレス」（42），「働きがい」
（16），「メンタルヘルス」（11），「自己のあり方」（8），
「対処法」（8），「サポート」（8），「効力感」（6），「対
人関係」（4）であった。　
　次に，この40の研究に関して，新任保育者を含む
保育者の困難の要因，困難への対処法の観点から分
析し，結果を表２に示した。
新任保育者の困難に関する要因
【勤務環境】
　保育者が離職を考えた主な理由の１つに，「仕事
の量が多すぎて疲れを感じたとき」が挙げられた（社
団法人全国保育士養成協議会，2009）。保育者の仕
事の特徴として，休憩時間の確保が困難なことや，
保育以外にも業務がかなりあり，それを勤務時間内
に終えられないため持ち帰りの仕事が多くなってし
まうことがある（長町，2009）。
　保育者の身体的疲労感，慢性疲労徴候の訴えは高
く（那須野，2006），保育現場における労働条件の
ストレスは看過できない状況にあると言える（垣内・
東社協福祉士会，2007）。
　仕事の量的負担はメンタルヘルス関連３指標（休
息の希求度，バーンアウト，抑うつ）のすべてと，
質的負担は抑うつおよびバーンアウトと関連があり
（磯野・鈴木・山崎，2008），スタッフ数や園の環
境等は，他の要因と重なり合ってメンタルヘルスに
影響を及ぼしていた（荒井・遠藤・岡谷，2009）。
勤務環境の悪化とそれに伴う心身の健康状態の悪化
が起こっていた。
　表1⊖₁，1⊖2の通り，保育者のストレスに関しては
既に多くの調査がなされており，保育者のストレス
が高いことが示されていた。保育の仕事においては，
子どもから目を離せない，事務的作業や会議の多さ
といった仕事量の多さや時間，複雑さ，多忙性等ス
トレス性の高い職場環境が仕事の士気の低下に影響
していることが指摘されていた（赤田・滋野井・小
正・友久，2009；石川・井上，2010；金城・安見・
中田，2011；宮下，2010；嶋崎・森，1995；田中，
2002；藤後2007）。
　バーンアウトにつながる情緒的消耗感は，管理職
や非正規保育者よりも常勤保育者で高く，それは職
場での仕事量の多さと関連していた（Hisashige，
1993）。
【保育技能】
　日々，臨機応変な対応を迫られる保育活動の実践
に起因する困難（金城・安見・中田，2011；田中・
坪井・伊藤・松永・富田，2003），例えば，保育者
自身の知識，技術不足への不安や戸惑い（小野寺，
2005），気になる子どもへの対応，子ども理解に関
する困難（望月・石上・徳田・横山，2001）があっ
た。とりわけ新任保育者は，目先の保育の活動に苦
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表1－1　先行研究（国内）における保育者対象質問紙調査の内容・項目
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表1－2　先行研究（国内）における保育者対象質問紙調査の内容・項目
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表２　先行研究（国内）における保育者の困難の要因とその対処法
慮しており（仲野 ･ 田中，2009），保育技術の未熟
さに関する悩みを抱えたり（芳賀・西脇，2007；小
松・杉山・東・荒川，2009；齊木・上田・中川，
2004），保育に対する専門的な知識の不足を感じた
りする傾向が強い（小野寺，2005）。新任保育者は，
子どもの問題の大変さに加えて，保育者自身の保育
技術等が未熟なために，日々の保育自体が難しい
（高濱，1997），あるいは保育に対する漠然とした
心理ストレス状況にある（渡辺，2006）ことが伺え 
た。
【職場の人間関係】
　前述したバーンアウトにつながる情緒的消耗感
は，保育者同士の対人関係面での葛藤とも関連して
いる（Hisashige，1993）。「子ども・親」，「労働条件」，
「職場の人間関係」という３つのストレス指標の中
では，「職場の人間関係」が最も高い（垣内・東社
協福祉士会，2007）。
　保育方針が合わない（内海・佐藤・松原，2000）
といった職員間の共通理解の困難も含めて，職場の
人間関係がストレスとなっている保育者が多いこと
が多数指摘されている（赤田他，2009；石川・井上，
2010；菊池，2007；金城他，2011；宮下，2010；西
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野・白井・木村・荒井，2001；太田・大田，2009；
齊木・中川，2008； 佐藤・Kesukinen，1994；藤後，
2007）。保育現場の多数は私立であり，人事異動も
少なく，組織や人間関係が閉鎖的になりやすい傾向
にある。また，閉鎖的な人間関係が，保育者間の「い
じめ」に発展する場合もある（重田，2007）。
　職場の平穏を保つために，自身の感情を抑制した
り，本音と異なる感情を表出したりする等，ネガティ
ブな側面としての感情管理が想定される（中坪，
2011）。特に新任保育者の場合，園長や先輩保育者
等との人間関係に困難を抱きやすく（足立・柴崎，
2009；水野・徳田，2007），それを理由に退職を考
える場合も多い（水野・西村・徳田，2008；社団法
人全国保育士養成協議会，2009）。
新任保育者の困難への対処法
【勤務環境の整備】
　仕事の量・質の負担を軽減する等，保育者の勤務
条件，職場環境の整備が求められる（石川・井上，
2010）。保育者の健康が守れることを基準に，園で
対応できる能力の限界性を明確にしておく必要があ
る（重田，2007）。とりわけ重要なのは，保育者の
多くが困難を抱えている職場の人間関係を良好に保
つことである（磯野他，2008；齊木他，2004；嶋崎・
森，1995）。
　保育の仕事においては，手ごたえや喜び等の正の
感情や，不満・不安・悩み等，苦労を伴う負の感情
が常に生起するため，園において保育者が相互に学
び合うためには，そうした感情を交流すること（秋
田，2011），つまり，保育者が相互に胸襟を開き，
本音で語り合うといった感情の理解と表出が重要と
なる（中坪，2011）。保育者のメンタルヘルスにつ
いて考えた場合，負の感情やネガティブな内容も含
めて自己開示できる方が望ましいが，仕事に関する
相談は事情の分かる相手にしかできないため，職場
内に十分なサポートがあってはじめて有効な自己開
示が可能になる（重田，2007）。新任保育者へのサポー
トはもちろんであるが，保育者同士が互いに支え合
える職場環境であることが大切である。
　また，個々の保育者のよい面を互いに伝え合うと
いった情緒的サポートが発生しやすい風土を作り出
す工夫（藤後，2010）も必要である。特に，新任保
育者へのサポートを考えた場合，ベテラン保育者の
高い基準や理想からではなく，新任保育者なりの気
づきや考えを大切にし，その良さや長所を認め，ほ
めることで，保育者としての自信がもてるようにす
ることが大事であると考えられる（重田，2007；滝
口・山口，2008）。
　つまり，保育者自身が肯定され，安心感をもてる
環境にいることが大切であり，他者の感情を受容し，
自らの感情を率直に表現できるような風通しのよい
職場であれば，個々の保育者の自己肯定感が高まり，
ひいては仕事への意欲，専門性の向上へとつながっ
ていくと考えられる。
【職員同士の保育観の共有】
　職場での人間関係トラブルを丁寧に解きほぐして
いくと，保育の問題として整理できるものが見つか
る（垣内・東社協福祉士会，2007）。つまり，同僚
との人間関係が悪い事例では，保育観の相違がネッ
クになっており（重田，2007），園の保育者同士が
保育観や保育理念を共有できるかどうか（太田・大
田，2009）が，人間関係を良好に保てるかどうかに
大きく影響していることを，特に管理職は認識する
必要がある。そして，管理職と新任保育者も含めた
それぞれの保育者が，良好な雰囲気の中で日々の保
育内容や実践についてお互いの考えを出し合った
り，他の保育者の意見を積極的に聞いたりしながら，
保育観や保育理念を共有すること（宮下，2010）が
求められる。
【保育者効力感の向上】
　新任保育者は，保育技術や仕事能力に関して困難
を抱えていることが明らかとなった。
　保育士のストレス耐性力は一般女性よりも低く，
それは新人保育士ほど低い（小林・箱田・小山・小山・
栗田，2006）。保育に対する自信度は，精神的健康
を保つ上で大きな影響力がある（嶋崎・森，1995）
と指摘されている。
　保育者の精神的健康に貢献すると考えられる要
因の一つとして，「保育者効力感」（三木・桜井，
1998）に着目した研究がある。「保育者効力感」とは，
「保育場面において子どもの発達に望ましい変化を
もたらすことができるであろう保育行為をとること
ができる信念」と定義される。
　保育経験５年未満の新任者は，中堅やベテランに
比べて保育者効力感が低い（西山，2006）。保育者
効力感と社会的スキルには関連性があり，社会的ス
キルを向上させることが必要であるとの報告もある
（前田・金丸・畑田，2009）。
　新任保育者は，保育者としての効力感を得る機会
が限定的であるため，意図的にそれを得る機会を設
けることが有効な手立てとなる可能性がある（小林
他，2006；田中，2002）。特に，自分の力量に悩み
やすい新任保育者に対しての支援が必要である（芳
賀・西脇，2007；田中，2010）。具体的な実践とし
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ては，新任保育者に対して実施された園内研修の取
り組み（仲野・金武・田中，2010；仲野・金武，
2011）が参考となる。これは，数名の新任保育者に
対して，園長や主任が指導者となり定期的に実施す
るもので，研修項目や研修内容については日々の保
育者の仕事に密着した具体性の高い内容となってい
る。こうした地道で継続的な取り組みにより，新任
保育者が保育や仕事の技術を身に付け，保育者とし
ての効力感も高まっていくことが期待できる。
【対人関係能力の向上】
　自己主張をすることは職場の人間関係を良好に保
つ上で重要（望月他，2011）との指摘があるが，新
任保育者は立場的に，先輩保育者に対して自分の意
見を主張することが難しい状況にあり，それに対す
る不満を抱えている場合もある。職場の人間関係を
意識するあまり，自身の感情を抑制したり，本音と
異なる感情を表出したりする等，ネガティブな側面
としての感情管理が存在することが想定される（中
坪，2011）。
　小野寺（2005）は，たとえ保育経験が浅くても，
保育に対する自分の考え，保育観をもち，自分の意
見をきちんと主張し，主体的に仕事にかかわる態度
が大切であると指摘している。適切な自己主張がで
きる等，対人関係能力を高めることで職員間の相互
理解が図られ，仕事を円滑に行うことが可能となる。
【問題・ストレス対処法を身に付ける】
　保育者のメンタルヘルス・ケアに関する支援が求
められる。保育者の健康度を保つためのストレス
チェックの実施や，ストレスの予防法，対処法を身
に付ける機会をもつ等，メンタルヘルスに関する職
員研修を行うことも効果的である。
　保育者がストレスに対するコーピング方略のレ
パートリーを身に付けられるような心理教育を実施
することも有効である（齋藤他，2009）。
　嶋崎（1995）は，過度な依存を絶ち，現実的に問
題に対処，思考するよう努めることがストレスを軽
減すると指摘している。自己を振り返り変えていこ
うとする姿勢（石川・井上，2010）や問題と正面か
ら向き合い解決すること（宮下，2010）も，職場に
おけるメンタルヘルスを考える上で大切である。
３．まとめと今後の課題
　新任保育者を含む保育者の困難の内容とその関連
要因，困難への対処法，メンタルヘルスを維持する
ための支援の方法を探ることを目的として保育者の
困難やメンタルヘルスに関する先行研究を概観し
た。保育者に対しては様々な質問紙調査が実施され
ており，最も多かったのはストレスに関する調査で
あった。その他に，ストレスの対処法，サポート，
働きがい，効力感，自己のあり方，メンタルヘルス
等に関する調査もなされていた。
　保育者の困難に関する要因となるのは，主として
勤務環境，保育技能，職場の人間関係の３つであっ
た。そして，このような困難への対処法として，勤
務環境の整備，職員同士の保育観の共有，保育者効
力感の向上，対人関係能力の向上，問題・ストレス
対処法を身に付ける，といった点が指摘されてい 
た。
　新任保育者の困難に言及した研究の中には，面接
調査によって具体的な困難の内容を明らかにした報
告もあり，最も多く指摘がなされたのは，保育・仕
事能力に関する困難であった。そうした困難への支
援としては，日々の保育や仕事に密着した形で先輩
保育者から支援を受けられる体制を整えることが効
果的であると考えられる。ただ，その前提として，
新任保育者を取り巻く職員間の人間関係も含めた勤
務環境の整備，保育者のメンタルヘルスの問題に取
り組むことが不可欠であることが示唆された。
　しかし，実際には，保育の現場は職員のメンタル
ヘルスに対するサポートが決して整っているとはい
えない（藤後，2010），あるいは軽視される傾向に
あり（富田，2008），保育者のストレスや困難等が
多く指摘されている割には，そうした困難への具体
的な対処や支援に関する実践報告はほとんどみられ
ず，保育現場の状況が改善されていないのではない
かと危惧された。
　今後は，保育者の困難や心理的負担を軽減できる
ような具体的な支援や，健康心理学的な発想に立っ
た予防的アプローチ（坂野・大島・富家・嶋田・秋
山・松本，1995）を行っていく必要がある。特に，
多くの困難を抱えやすい新任保育者に対する支援が
不可欠であると考えられる。具体的なアプローチと
しては，自分自身の物事の捉え方やストレスに対す
る適切な対処法を知ること，メンタルヘルスを維持
するための方法を学ぶことや，ソーシャルスキルト
レーニング等を通して，対人関係を良好に保つため
の方法や適切な自己主張の仕方を身に付けることが
有効であると考えられる。
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